
平成 29 年度 事業報告書 

NPO 法人 gift 

１ 活動の概要 

 設立 4期目として、前年度までの基礎構築を経て各事業を本格的に実施した。団体理念の３つの考え方に沿う形で、

生涯学習支援事業、田舎暮らし支援事業のそれぞれを受託事業として、また一部独自事業も交えて展開した。またこ

れら事業を介し、丹波市および兵庫県丹波県民局など行政担当者、NPO や企業など地域のキープレイヤーとの関係構築

を図れたことは、今後の発展的な運営の助けとなることが期待できる。 

 

２ 事業の内容 

(1) 市民活動支援事業 

① TAMBA 地域づくり大学 未来相談会 

市民活動や地域活動に取り組みたいと考える人・団体を支援するため、gift の役員及び会員が各自得意とす

る内容で相談に応じた。事前予約制とし、丹波市内各地で実施。丹波市広報及び住民センターにチラシ配置、

市民活動課窓口ないし相談員各自が受付を行った。参加者数は 13 組。市窓口で受付した相談は 1件。各自で

相談を受けている内容が多く、gift 内部でも情報の共有、一元化ができるとよい。 

②市民活動カレンダー作成 

丹波市内でのイベントが多い9月から12月にかけての市内活動団体の取り組みを一覧するカレンダーを作成

した。1000 部を印刷、gift 会員の各施設や市内公共施設で配布した。 

(2) 生涯学習支援事業 

② 丹波市「TAMBA 地域づくり大学」 

昨年度に引き続き、丹波市から委託を受け「TAMBA 地域づくり大学」の企画・運営を行った。講師によるセ

ミナーやワークショップを実施。連続講座は事前申込制とした。なお、視察ツアーとして、朝来市・養父市

を訪問した。申込者数(連続講座受講生)は 74 名。開校式及びオープンキャンパス含む延べ参加者数は 239

名。企画及び運営全般を担当し、全 30回の授業を提供。講師手配、広報と集客、各回の受付進行、ファシリ

テーション、アンケート集計などを行った。昨年度の課題であった地域づくり基礎講座はオープンキャンパ

スとすることで人数が増加。また市民活動につながる取り組みとして新たにプロジェクトマネージメント講

座を行った。 

(3) 田舎暮らし支援事業 

③ 兵庫県丹波民局「移住・還流プロジェクト」 

兵庫県丹波県民局が平成 28 年度から継続する「移住・還流プロジェクト」公募に応募、受託した。本事業

は都市部でたんば地域ファンを獲得し、篠山市・丹波市の移住相談窓口につなぐもの。神戸、大阪、篠山市

で各１回のセミナー、イベント出展による告知３回のほか、神戸の一般社団法人リベルタ学舎と提携して、

丹波地域へのエクスカーション１回を含む４回シリーズのカフェを３種類、国際大学グローコムと連携して、

エクスカーション１回を含む６回のカフェ、また「たんば会」を２回開催した。今年度に入って『ソシエテ・

リベルテ』として定着した感があるが、初期のうちは集客に苦労した部分がある。 

 

３ 次年度に向けた課題 

（1） 事務局体制の構築 

本年度事務局は株式会社ご近所に協力をいただいた。独自の事務局体制の構築、また理事体制の見直しが求め

られるところである。 

（2） 市の計画との整合 

丹波市では今後市民プラザの開設が予定されている。そこにあって、gift の役割をどのように位置づけるか、

明確化が求められる。 










